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林業構造改善事業 木材加工流通施設整備［宍粟市山崎地区］〔新規〕

事業概要

(株)山崎木材市場

(協)兵庫木材センター

山崎IC

出典：国土地理院

目的

林業・木材産業の持続的かつ健全な発展に向けて、生

産性の向上、地域材の利用促進等に資する施設の整備等
に対し支援する。

凡例
：事業箇所
：高速道路
：国道
：木材産業関連施設

① 事業箇所： 宍粟市山崎町須賀沢
② 総事業費： 5.0億円
③ 事業期間： R4年度
④ 事業概要
・実施方法：補助
・事業主体：久我木材工業(株)（大阪市）
・事業内容：プレカット加工機の導入（横架材加工機ほか）
⑤ 費用便益比B/C： 2.79

工程表
事業箇所（宍粟市山崎町須賀沢）

〔プレカット加工製品生産量の現状（R3）と目標（R9）〕

２ プレカット加工製品の受注拡大

①新たに混合工法や短納期物件に対応することで、工務店等
からの受注を拡大

②年間250棟を建築する県内ビルダーに
県産プレカット加工製品を供給
※同ビルダーは県産プレカット加工製品や
但馬テイポスを活用した平屋モデルハウ
スを建築予定（Ｒ4.4）

事業内容
横架材加工機（在来・金物両対応機）等一式の導入
※当該機械の導入により加工ラインを強化し、県産プレカット加工製品等の生産量の増大を図る

プレカット加工ラインの強化

※特殊加工機…斜め加工や大径材加工等、通常の機械で加工できない部材を加工
する際に必要に応じて使用（製品全体の3割程度）

設備を刷新

１ 生産性の向上
最新型の設備を導入することにより、横架材の加工能力を向上
R3：406㎥/人年 ⇒ R9：544㎥/人年（34%増加）

２ 加工コストの低減
在来・金物で工法ごとに２ラインで対応している横架材加工を、
両対応機の導入により１ライン対応とすることで作業を効率化
R3：17千円/㎥ ⇒ R9：14千円/㎥（18%減少）

⇒１、２により在来・金物のメリットを併せ持つ混合工法や、通常の
半分の納期となる短納期物件への対応が可能となる。

（２週間で納品、通常は４週間）

＜生産向上効果＞

【県産プレカット加工製品の増産に向けた取組】

モデルハウスのイメージ

１ 地元製材工場からの調達量を拡大

地元の製材工場等との供給協定の締結により、県産製材品の
調達量を拡大

事業効果

＜県産プレカット加工製品の生産量と比率の拡大＞



事業の必要性・優先性

住宅建築の木造軸組工法におけるプレカット加工製品の利用率は9割を占めており、ウッドショックにより高まっている国産
材需要に対応するためには、県産木材加工製品の供給体制の強化が必要である。
また、ウッドショックを増産の好機として捉えた設備投資の支援であり、優先性の高い事業である。

【参考】

◆在来工法（写真左）
金物取付がないため、加工費・運送費を含め安価
◆金物工法（写真右）
部材同士の接合部の欠損が少なく、木材強度を高く保てる
◆混合工法
建物部位ごとに求められる強度に応じて工法を使い分け、
建築コストを抑えた、強度の高い住宅の提案が可能

１ 久我木材工業(株)におけるプレカット加工・販売の流れ ２ 横架材の工法ごとの特徴

横架材加工（在来）

横架材加工（金物）

柱材加工

羽柄材加工

合板加工
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３ 導入予定機械明細

導入予定機械と同型の横架材加工機

機械名 数量 概要

横架材中間加工機 ２台 横架材の両側面、上下面の加工

横架材木口加工機 ２台 横架材の木口面を加工

横架材スリット加工機 ２台 横架材の金物工法用スリットを加工

ドリフトピン打機 １台 金物工法用ピン打ち加工

コンベア ２台

ボーリング付柱材欠き加工機 １台 金物工法用の上下ドリフト穴加工等

コンベア １台
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